
2011年 九州大学の研究成果について
2011 年、本学教員の多くの研究成果に関する論文が、海外の科学誌にて掲載されました。
本学からプレスリリースをした 33 件を紹介します。（掲載日時順）
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理学研究院特任准教授 Ecology Letters
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分子触媒を用いた燃料電池を開発 小江 誠司 
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センサータンパク質の開発に成功

石原 健 
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麻疹ウィルスがマウスで効率良く増殖するための画期的なシス
テムの構築に成功

柳 雄介 
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加齢黄斑変性の発症に関わる遺伝子を発見 石橋 達朗 
医学研究院教授 Nature Genetics

大脳一次視覚野の機能構築に関する新説 岡本 剛 
医学研究院准教授 Scientific Reports

アゲハチョウが植物を味で見分けて産卵する仕組みを解明 谷村 禎一 
理学研究院准教授 Nature Communications

クリプトコッカス症原因菌の糖脂質代謝、糖脂質品質管理機構
の解明

伊東 信 
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S体ケタミンの神経障害性疼痛に対する鎮痛作用における新た
な標的分子を特定

中西 博 
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基本味に対して顔の皮膚血流が特異的に応答することを発見 林 直亨 
健康科学センター准教授 PLoS ONE

安価なプラスチック抗体で血液中の毒素の無害化に成功 星野 友 
工学研究院助教 米国科学アカデミー紀要

“D-アミノ酸”の分析技術を神経難病の解明に応用 浜瀬 健司 
薬学研究院准教授 米国科学アカデミー紀要
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平
成
24
年
１
月
23
日
、
関
西
地
区
及
び
そ

の
近
隣
在
住
の
本
学
同
窓
生
で
組
織
す
る
関

西
同
窓
会
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
、
大
阪
市

北
区
の
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
北
梅
田
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
賀
詞
交
歓
会
は
、
会
に
先
立
ち
、

本
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
の
高
山
倫
明

教
授
に
よ
る
「
漢
字
で
日
本
語
を
書
く
｜
万

葉
仮
名
の
世
界
｜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
は
、
上
野
至
大
会
長
（
西
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
相
談
役
）
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
大
学
を
代
表
し
て
今
泉
勝
己
理
事
・

副
学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
本
年
５
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
百
周
年
記
念
行
事
等
の
案
内

や
、
百
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
ご
支
援
・

ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
と
御
礼
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
幅
広
い
世
代
の
同
窓
生

か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
コ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
は
、
最
後
に
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
エ
ー
ル
と

参
加
者
全
員
に
よ
る
学
生
歌
「
松
原
に
」
の

合
唱
で
締
め
く
く
ら
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
西
同
窓
会
は
、
九
州
大
学
の
同
窓
生
が

学
部
や
年
齢
を
越
え
て
集
う
交
流
の
場
で
す
。

関
西
地
区
及
び
近
隣
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
す
ぐ
側
に
は
九
州
大

学
大
阪
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
オ
フ
ィ

ス
は
、
同
窓
生
、
学
生
、
教
職
員
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
同
窓
会
等
の
打
合
せ
に
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
８
月
のS

um
m
er F
esta

に
続
き
、

新
年
会
が
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

若
い
世
代
に
も
も
っ
と
参
加
し
て
頂
け
る
会
を

目
指
し
、
企
画
・
実
行
に
当
た
っ
て
は
理
事
会

の
ご
了
解
の
下
、
平
成
卒
世
代
の
15
名
で
推
進

メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
て
進
め
ま
し
た
。
昨
年
よ

り
毎
週
水
曜
日
の
夜
に
準
備
会
議
を
開
催
。
メ

ン
バ
ー
の
個
性
を
生
か
し
て
、
夫
々
の
得
意
分

野
を
主
と
し
て
担
当
し
て
頂
い
た
中
、
企
画
・

集
客
・
採
算
の
３
つ
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

企
画
は
楽
し
く
、〝
九
大―

私―

未
来
〞と
い

う
今
回
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
下
、思
い
つ
く
ま
ま
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
書

初
め
・
獅
子
舞
・
そ
し
て
故
郷
の
味〝
梅
ヶ
枝
餅
〞

を
や
る
こ
と
に
決
定
。獅
子
舞
の
音
楽
は
途
中

か
ら
伝
統
の
江
戸
囃
子
に
切
換
え
ま
し
た
が
、

最
初
は
な
ん
と
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
。（
残
念
な
が
ら
参
加
者
の

半
数
し
か
気
づ
い
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
が…

）。

　

た
だ
集
客
・
採
算
と
な
る
と
メ
ン
バ
ー
は

苦
痛
の
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。
会
の
質
を
重

視
し
つ
つ
も
、
数
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
、Ｄ

Ｍ
や
各
部
ご
担
当
の
同
窓
会
理
事
へ
の
連
絡
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

F
aceb

o
o
k

で
懸
命
に
訴

え
て
い
き
ま
す
。
赤
字
は
出
せ
な
い
と
の
理

事
会
方
針
で
、
厳
し
く
費
用
を
抑
え
て
き
ま

し
た
。
収
入
を
少
し
で
も
増
や
す
為
、
普
段

の
仕
事
で
は
数
千
万
・
数
億
の
采
配
を
事
も

無
げ
に
こ
な
す
メ
ン
バ
ー
が
、
数
万
円
の
協

賛
金
の
た
め
に
平
身
低
頭
し
た
り
も
し
ま
す
。

こ
の
為
、髪
の
毛
が
抜
け
た
り
、毎
日
ガ
ス
タ
ー

10
を
飲
む
な
ど
メ
ン
バ
ー
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
新
年
会
当
日
。
会
場
に
溢
れ
ん
ば
か

り
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
皆
様
の
笑
顔

を
見
て
、
会
終
了
後
に
そ
ろ
ば
ん
勘
定
が
採
算

ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
よ
う

や
く
メ
ン
バ
ー
一
同
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

　

同
窓
会
で
は
世
代
が
20
代
か
ら
80
代
に
ま

で
広
範
に
跨
る
為
、
い
ざ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企

画
・
実
行
す
る
と
な
る
と
と
て
も
難
し
い
も

の
で
す
。
そ
れ
で
も
昨
年
夏
に
定
め
た
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
（
以
下
、
一
部
抜
粋
）〝
一
つ
は

旧
交
を
温
め
る
会
。
も
う
一
つ
は
、
同
窓
生

と
の
交
流
を
通
じ
て
人
脈
を
広
げ
、
人
間
力

の
向
上
・
成
長
に
つ
な
げ
ら
れ
る
会
〞〝
20
代

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
世
代
ま
で
各
世
代
が
楽
し
め

る
会
〞を
実
現
し
て
い
く

べ
く
、
色
ん
な
メ
ン
バ
ー

と
苦
楽
を
共
に
し
な
が

ら
、
も
う
暫
く
頑
張
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
東
京
同
窓
会
の
更

な
る
発
展
を
願
っ
て
!!

東
京
同
窓
会
事
務
局
　
楢
崎
光
雄（
昭
46
年
法
学
部
卒
）


